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バ
ル
ス
バ
ー
イ
期
カ
イ
ロ
の
食
糧
騒
動

二
六
五
（
二
六
五
）　

一　

は
じ
め
に

シ
ャ
ー
バ
ー
ン
二
世
期
（
一
三
六
三-

七
七
年
）
の
後
半
か
ら

ム
ア
イ
ヤ
ド
期
（
一
四
一
二-

二
一
年
）
に
か
け
て
マ
ム
ル
ー
ク

朝
の
首
都
カ
イ
ロ
で
頻
発
し
た
食
糧
騒
動
や
物
価
・
救
貧
政
策
に

つ
い
て
論
じ
た
拙
稿
は
、
続
く
ス
ル
タ
ー
ン
・
バ
ル
ス
バ
ー
イ

al-M
alik al-A

shraf Barsbāy al-Z

4āhirī

の
治
世
（
一
四
二
二

-

三
八
年
）
に
関
す
る
検
討
を
次
な
る
課
題
と
位
置
付
け
て
い
た）

1
（

。

そ
の
後
、
筆
者
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
後
期
カ
イ
ロ
に
お
け
る
食
糧

騒
動
に
つ
い
て
政
治
文
化
史
の
視
座
か
ら
俯
瞰
し）

2
（

、
オ
ス
マ
ン
朝

期
に
お
け
る
同
種
の
騒
動
と
の
比
較
を
試
み）

3
（

、
ま
た
、
マ
ム
ル
ー

ク
朝
の
物
価
対
策
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
「
神
の
価
格
」
の
含
意

に
つ
い
て
考
察
し
た
が）

4
（

、
上
記
課
題
へ
の
取
り
組
み
は
果
た
せ
ぬ

ま
ま
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
一
九
八
八
年
の
拙
稿
の
続
篇
で
あ
り
、

そ
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
国
際
交
易
や
都
市
の
経
済
活
動
へ
の
積

極
的
参
入
や
専
売
制）

5
（

、
さ
ら
に
は
キ
プ
ロ
ス
遠
征
な
ど
の
軍
事
・

対
外
的
な
強
硬
姿
勢
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
、「
マ
ム
ル
ー
ク

朝
ス
ル
タ
ー
ン
権
力
の
回
春
期
（the Indian sum

m
er of the 

M
am

luk sultanate

）」）
6
（

な
ど
と
評
す
る
向
き
も
あ
る
バ
ル
ス

バ
ー
イ
期
に
照
準
を
定
め
、
ア
ラ
ビ
ア
語
年
代
記
な
ど
の
同
時
代

諸
史
料
の
記
事
に
関
す
る
検
討
を
通
じ
て
、
王
都
カ
イ
ロ
を
舞
台

と
し
た
食
糧
騒
動
と
マ
ム
ル
ー
ク
朝
政
権
の
対
応
に
つ
い
て
そ
の

実
態
や
性
格
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る）

7
（

。

本
論
に
入
る
前
に
、
バ
ル
ス
バ
ー
イ
期
の
カ
イ
ロ
に
お
け
る
物

価
変
動
の
特
徴
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
末
尾
の
表

は
バ
ル
ス
バ
ー
イ
の
治
世
に
お
け
る
小
麦
、
ソ
ラ
豆
な
ど
主
要
食

糧
の
価
格
変
動
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る）

8
（

。
一
四
世
紀
末

か
ら
一
五
世
紀
初
頭
に
か
け
て
顕
著
と
な
っ
た
穀
物
価
格
の
季
節

バ
ル
ス
バ
ー
イ
期
カ
イ
ロ
の
食
糧
騒
動

長
谷
部　

史　

彦



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

二
六
六

変
動
の
一
般
的
傾
向）

9
（

は
、
当
該
時
期
に
入
っ
て
も
継
続
し
て
お
り
、

投
機
性
を
強
く
帯
び
た
穀
物
の
売
買
な
ど
に
起
因
し
た
夏
季
の
ナ

イ
ル
増
水
期
に
お
け
る
急
騰
、
春
期
の
急
落
と
い
う
変
動
パ
タ
ー

ン
が
や
は
り
目
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
時
代
の
経
世
家
マ
ク

リ
ー
ズ
ィ
ー
が
問
題
視
し
、
そ
の
年
代
記
『
諸
王
朝
の
知
識
の
道

程
』（
以
下
、『
道
程
』
と
略
記
）
の
八
三
七
年
第
一
二
月
／
一
四

三
四
年
七
│
八
月
の
記
事
に
お
い
て
批
判
的
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

首
都
に
お
け
る
穀
価
高
騰
に
は
、
買
占
め
・
退
蔵
行
為
や
思
惑
売

買
に
加
え
、
商
業
利
潤
の
追
求
に
ひ
た
走
る
都
市
支
配
層
の
一
部

に
よ
る
デ
マ
の
流
布
（irjāf

）
も
作
用
し
て
い
た
の
で
あ
る）
10
（

。

二　

一
四
二
五
年
一
〇
月
の
弾
圧
事
件

八
二
五
年
第
四
月
／
一
四
二
二
年
三
月
に
バ
ル
ス
バ
ー
イ
が
ス

ル
タ
ー
ン
と
な
り
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
、
カ
イ
ロ
で
は
穀
物

が
安
価
で
取
引
さ
れ
て
い
た）

11
（

。
し
か
し
、
八
二
七
年
第
四
月
／
一

四
二
四
年
三
月
に
な
る
と
穀
価
は
上
昇
に
転
じ
、
一
イ
ル
ダ
ッ
ブ

あ
た
り
一
四
〇
銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
（dirham

 m
in al-fulūs

）
で

あ
っ
た
小
麦
価
格
が
二
〇
〇
銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
に
な
り
、
供
給
量

が
不
足
す
る
事
態
と
な
っ
た）

12
（

。
同
年
第
九
月
二
一
日
（
コ
プ
ト
暦

ミ
ス
ラ
ー
月
一
三
日
）
／
一
四
二
四
年
八
月
一
七
日
、
ナ
イ
ル
の

水
位
は
一
六
ズ
ィ
ラ
ー
ウ
の
「
満
水
」
に
達
し
た
が
、
そ
れ
に
先

立
っ
て
一
時
減
水
が
観
察
さ
れ
る
と
首
都
の
社
会
不
安
は
高
ま
り
、

買
占
め
や
売
り
惜
し
み
の
動
き
が
み
ら
れ
た）

13
（

。
ア
イ
ニ
ー
の
年
代

記
記
事
に
よ
れ
ば
、
そ
の
三
日
前
に
水
位
の
上
昇
が
一
時
止
ま
る

と
、
住
民
（nās

）
が
騒
ぎ
を
起
こ
し
（d

4ajjat

）、「
小
麦
の
船

（m
arākib al-qam

h

4

）」
へ
と
殺
到
し
た
（tazāh

4am
ū

）」
と
い

う）
14
（

。
住
民
は
小
麦
を
求
め
て
「
穀
物
河
岸
」
へ
と
参
集
し）
15
（

、
荷
揚

げ
前
の
小
麦
輸
送
船
に
押
し
寄
せ
た
の
で
あ
る
。

結
局
こ
の
一
四
二
四
年
夏
の
増
水
最
高
値
は
一
七
ズ
ィ
ラ
ー
ウ

一
七
イ
ス
バ
ー
で
あ
り）

16
（

、
増
水
時
の
水
位
レ
ヴ
ェ
ル
と
し
て
は
高

く
は
な
い
と
は
い
え
、
通
常
で
あ
れ
ば
問
題
化
す
る
程
で
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
大
部
分
の
村
々
（bilād

）
が
冠
水
せ
ず
、

エ
ジ
プ
ト
の
灌
漑
農
業
は
不
調
で
あ
っ
た）

17
（

。
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
は

そ
の
原
因
と
し
て
、「
時
宜
に
適
っ
た
ナ
イ
ル
の
増
水
が
不
足
し

た
こ
と
、
そ
れ
に
、
灌
漑
土
手
（jusūr

）
の
整
備
に
つ
い
て
の

関
心
の
少
な
さ
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
続
い
て
彼
は
、

「
と
い
う
の
は
、
灌
漑
土
手
の
監
督
た
ち
（kushshāf

）
の
熱
心

な
こ
と
と
い
え
ば
、
彼
ら
が
そ
の
整
備
に
赴
い
た
時
に
彼
ら
自
身

と
彼
ら
の
配
下
の
た
め
に
地
方
の
財
（m

āl al-naw
āh

4ī

）
を
集

め
る
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
地
方
行
政
の
現
状
に
つ
い
て

批
判
の
論
述
を
残
し
て
い
る）

18
（

。

か
く
し
て
、
地
方
灌
漑
行
政
の
不
備
に
も
起
因
し
た
冠
水
不
足

（
二
六
六
）　



バ
ル
ス
バ
ー
イ
期
カ
イ
ロ
の
食
糧
騒
動

二
六
七
（
二
六
七
）　

の
結
果
、
冬
作
物
の
収
穫
期
に
あ
た
る
八
二
八
年
第
七
月
／
一
四

二
五
年
五-

六
月
に
ま
ず
ソ
ラ
豆
価
格
が
一
イ
ル
ダ
ッ
ブ
あ
た
り

で
九
〇
銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
か
ら
一
五
〇
へ
と
急
騰
し
た）

19
（

。
そ
の
後
、

第
八
月
／
六-

七
月
に
は
、
ソ
ラ
豆
価
格
は
二
〇
〇
銅
貨
デ
ィ
ル

ハ
ム
に
達
し
た）

20
（

。
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
イ
ル
ダ
ッ
ブ

あ
た
り
一
五
〇
で
あ
っ
た
小
麦
の
価
格
も
二
〇
〇
銅
貨
デ
ィ
ル
ハ

ム
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
、「
穀
物
を
見
出
す
こ
と
が
少
な
く

な
っ
た
が
、
人
々
は
そ
れ
を
求
め
た
の
で
、
穀
物
の
持
ち
主

（arbāb al-ghilāl

）
た
ち
と
退
蔵
者
た
ち
（khazanat-hā

）
の

心
は
貪
欲
に
な
っ
た
」
と
い
う）

21
（

。

第
九
月
に
入
る
と
河
岸
（sāh

4il

）
や
取
引
所
（
‘irās

4

）
に
穀
物

が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
時
穀
価
は
下
降
し
て
、
同
月

二
二
日
（
ミ
ス
ラ
ー
月
一
四
日
）
／
一
四
二
五
年
八
月
七
日
、
ナ

イ
ル
は
「
満
水
」
を
迎
え
た）

22
（

。
し
か
し
、
翌
第
一
〇
月
／
八
・
九

月
に
入
る
と
小
麦
以
外
の
物
価
が
高
騰
し
、
第
一
一
月
／
九
・
一

〇
月
に
は
、
小
麦
も
再
度
一
イ
ル
ダ
ッ
ブ
あ
た
り
二
〇
〇
銅
貨

デ
ィ
ル
ハ
ム
を
超
え
る
高
値
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
第
一
一
月
二

六
日
／
一
〇
月
九
日
、
銅
貨
の
不
足
に
よ
っ
て
銅
貨
・
銅
貨
デ
ィ

ル
ハ
ム
間
の
公
定
交
換
比
が
銅
貨
一
ラ
ト
ル
あ
た
り
九
か
ら
一
二

銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
へ
と
改
定
さ
れ
、
パ
ン
価
格
も
上
昇
し
、
パ
ン

一
枚
が
一
銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
と
な
っ
た
。
こ
の
時
に
は
、
パ
ン
屋

（khabbāz

）
で
も
銅
貨
が
不
足
す
る
状
態
で
あ
っ
た）
23
（

。
ま
た
ア

イ
ニ
ー
に
よ
れ
ば
、
同
年
第
一
一-

一
二
月
／
九-

一
一
月
に
は

小
麦
が
一
イ
ル
ダ
ッ
ブ
あ
た
り
三
〇
〇
銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
近
く
に
、

ソ
ラ
豆
も
三
〇
〇
、
大
麦
が
二
八
〇
に
達
し
、
パ
ン
一
ラ
ト
ル

（
一
枚
）
が
一
．
五
銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
と
な
り
、
シ
リ
ア
で
も
穀

価
の
上
昇
が
顕
著
で
あ
っ
た）

24
（

。『
道
程
』
に
も
第
一
二
月
に
お
け

る
小
麦
の
価
格
上
昇
と
不
足
が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
支

配
層
や
民
間
の
穀
倉
（shuw

an, m
akhāzin

）
に
実
は
多
量
の

小
麦
が
存
在
し
て
お
り
、
ナ
イ
ル
の
増
水
も
充
分
で
あ
る
こ
と
が

言
い
添
え
ら
れ
て
い
る）
25
（

。

こ
の
よ
う
に
穀
価
の
高
騰
、
銅
貨
流
通
量
の
不
足
、
ス
ー
ク
に

お
け
る
パ
ン
不
足
と
い
う
市
況
を
示
し
て
い
た
カ
イ
ロ
で
、
八
二

八
年
第
一
二
月
七
日
／
一
四
二
五
年
一
〇
月
二
〇
日
、
抗
議
行
動

が
起
こ
っ
た
。
こ
の
騒
動
に
つ
い
て
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ジ
ャ
ル
の
年

代
記
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

第
一
二
月
七
日
、
小
売
商
た
ち
（bā

‘a）
の
状
態
が
無
視
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
小
麦
が
安
価
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
パ

ン
価
格
の
高
騰
が
激
し
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
あ
る
集
団

（jam
ā

‘a）
が
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
・
バ
ド
ル
・

ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ル
＝
ア
イ
ニ
ー
に
対
し
て
立
ち
上
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学　

第
八
四
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一-

四
号　

文
学
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創
設
一
二
五
年
記
念
号
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第
一
分
冊
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二
六
八
（
二
六
八
）　

が
っ
た
（thāra

）。
そ
し
て
、
彼
ら
は
ス
ル
タ
ー
ン
に
向

か
っ
て
抗
議
し
た
が
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
彼
ら
を
助
け
る
こ
と

な
く
、
彼
ら
の
中
の
一
団
を
打
ち
、
あ
る
一
団
を
脅
し
、
約

十
人
を
投
獄
し
た
。
こ
の
た
め
、
諸
店
舗
（h

4aw
ānīt

）
か

ら
パ
ン
が
無
く
な
り
、
彼
ら
は
パ
ン
焼
き
窯
に
殺
到
し
た
。

そ
の
後
、
経
済
状
態
は
回
復
し
、
大
麦
・
小
麦
・
ソ
ラ
豆
の

価
格
が
上
昇
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
ン
は
多
く
な
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
翌
年
初
め
の
こ
と

で
あ
っ
た）

26
（

。

こ
の
記
事
か
ら
は
、
ア
イ
ニ
ー
の
市
場
行
政
、
と
り
わ
け
パ
ン

価
格
の
高
騰
を
め
ぐ
る
ヒ
ス
バ
行
政
に
対
す
る
不
満
か
ら
、
首
都

に
お
い
て
集
団
が
形
成
さ
れ
、
抗
議
行
動
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
ス
ル
タ
ー
ン
・
バ
ル
ス
バ
ー
イ

に
向
か
っ
て
異
議
を
申
し
立
て
た
が
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
こ
れ
に
処

罰
や
投
獄
を
も
っ
て
臨
み
、
斯
か
る
措
置
が
市
場
に
お
け
る
パ
ン

の
不
足
を
招
き
、
こ
れ
が
パ
ン
焼
き
竈
に
お
け
る
さ
ら
な
る
騒
動

を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。

こ
の
騒
動
の
一
連
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
に

よ
る
さ
ら
に
詳
細
な
年
代
記
記
述
が
あ
る
。

当
該
箇
所
を
訳
出
す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

同
月
（
第
一
二
月
）
七
日
、
忌
ま
わ
し
い
事
件
（h

4āditha 
shan

‘ā’）
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

市
場
（asw

āq

）
で
は
パ
ン
を
見
出
す
こ
と
が
少
な
く
な
っ

た
。
そ
し
て
、
カ
ー
ヒ
ラ
の
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
で
あ
る
ア
イ
ン

タ
ー
ビ
ー
（
ア
イ
ニ
ー
）Badr al-D

īn M
ah

4m
ūd al

-

‘Ayntābī

が
自
宅
か
ら
城
塞
に
向
か
っ
て
外
出
し
た
時
、

民
衆
（
‘āmm

a

）
が
彼
に
対
し
て
叫
ん
だ
。
さ
ら
に
彼
ら
は
、

ア
ミ
ー
ル
た
ち
に
対
し
て
救
い
を
求
め
、
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
に

つ
い
て
の
不
平
を
訴
え
た
（shakaw

）。
そ
こ
で
、
彼
（
ア

イ
ニ
ー
）
は
そ
の
道
を
迂
回
し
て
、
彼
に
対
す
る
投
石

（rajm

）
を
怖
れ
つ
つ
登
城
し
、
ス
ル
タ
ー
ン
に
彼
ら
（
抗

議
民
衆
）
に
つ
い
て
の
不
平
を
訴
え
た
。
と
こ
ろ
で
、
彼
は

ス
ル
タ
ー
ン
と
特
別
な
関
係
に
あ
り
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
た
め

に
、
夜
に
諸
王
の
歴
史
（taw

ārīkh al-m
ulūk

）
を
読
み

聞
か
せ
、
そ
れ
を
テ
ュ
ル
ク
語
（T

urkiyya

）
へ
と
訳
し

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
怒
り
、

ア
ミ
ー
ル
た
ち
の
一
団
を
ズ
ワ
イ
ラ
門
へ
と
派
遣
し
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
人
々
を
捕
え
よ
う
と
通
行
人
た
ち

か
ら
細
路
（sikak

）
の
入
口
を
奪
っ
た
。
そ
こ
で
、
あ
る

非
軍
事
奴
隷
（ba

‘d4 al-

‘abīd

）
が
あ
る
ア
ミ
ー
ル
に
対
し

て
投
石
し
、
傷
つ
け
た
。
こ
の
た
め
、
そ
の
非
軍
事
奴
隷
は



バ
ル
ス
バ
ー
イ
期
カ
イ
ロ
の
食
糧
騒
動

二
六
九
（
二
六
九
）　

掴
ま
っ
て
打
た
れ
、
人
々
の
大
集
団
が
捕
え
ら
れ
た
。
そ
し

て
、
彼
ら
は
ス
ル
タ
ー
ン
の
御
前
に
引
き
出
さ
れ
た
。
ス
ル

タ
ー
ン
は
彼
ら
に
対
す
る
胴
体
切
断
刑
（taw

sīt

4

）
を
命
じ
、

彼
ら
を
カ
イ
ロ
総
督
（w

ālī

）
に
引
き
渡
し
た
。
そ
こ
で
総

督
は
彼
ら
を
打
つ
と
、
鼻
や
耳
を
削
ぎ
、
土
曜
日
の
夜
、
彼

ら
を
投
獄
し
た
。
翌
日
、
彼
ら
は
ス
ル
タ
ー
ン
の
前
に
引
き

出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
彼
ら
を
釈
放
し
た
。

彼
ら
赦
さ
れ
た
男
の
数
は
二
二
人
で
あ
り
、
シ
ャ
リ
ー
フ
か

ら
タ
ー
ジ
ル
ま
で
が
い
た
。
そ
の
た
め
に
﹇
人
々
の
﹈
心
は

見
る
影
も
な
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
祈
願
（du

‘ā’）
や
そ

の
他
で
﹇
人
々
の
﹈
舌
は
絶
叫
し
た
の
で
あ
る）

27
（

。

以
上
が
『
道
程
』
の
伝
え
る
事
件
の
顛
末
で
あ
る
。
そ
の
要
点

を
列
挙
す
れ
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
1
）
抗
議
行
動
の
主
体
は
「
民
衆
（
ア
ー
ン
マ
）」
で
あ
り
、

イ
ブ
ン
・
ハ
ジ
ャ
ル
の
記
述
に
も
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

こ
の
騒
動
の
主
要
な
争
点
は
パ
ン
の
供
給
問
題
で
あ
っ
た
。

（
2
）
民
衆
は
市
内
で
カ
ー
ヒ
ラ
の
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
で
あ
っ
た

ア
イ
ニ
ー
に
対
し
て
抗
議
の
言
葉
を
浴
び
せ
、
ア
ミ
ー
ル

た
ち
に
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
に
関
す
る
不
満
を
訴
え
た
。
ア

ミ
ー
ル
た
ち
の
対
応
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、

イ
ブ
ン
・
ハ
ジ
ャ
ル
の
記
事
に
あ
る
「
ス
ル
タ
ー
ン
へ
の

抗
議
」
に
つ
い
て
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
に
よ
る
言
及
は
み
ら

れ
な
い
。

（
3
）
民
衆
の
投
石
を
怖
れ
た
ア
イ
ニ
ー
は
、
迂
回
路
を
通
っ

て
登
城
し
、
抗
議
民
衆
に
関
す
る
苦
情
を
ス
ル
タ
ー
ン
に

訴
え
た
。

（
4
）
ア
イ
ニ
ー
の
訴
え
を
聞
い
た
バ
ル
ス
バ
ー
イ
は
怒
り
の

感
情
を
露
わ
に
し
、
ア
ミ
ー
ル
た
ち
を
市
内
中
心
部
へ
と

派
遣
し
た
。
こ
う
し
た
王
権
に
よ
る
対
応
の
背
景
に
は
、

ア
イ
ニ
ー
が
「
諸
王
の
歴
史
」
を
軍
人
支
配
層
の
言
語
で

あ
る
テ
ュ
ル
ク
語
に
翻
訳
し
て
夜
毎
ス
ル
タ
ー
ン
に
読
み

聞
か
せ
る
な
ど
、
王
権
と
の
間
に
特
別
に
親
密
な
個
人
的

交
流
を
保
持
し
て
い
た
事
実
が
あ
っ
た
と
す
る
。

（
5
）
ア
ミ
ー
ル
た
ち
が
送
り
込
ま
れ
た
の
は
カ
ー
ヒ
ラ
の
南

門
の
ズ
ワ
イ
ラ
門
付
近
で
あ
り
、
彼
ら
は
そ
の
界
隈
の
横

丁
に
踏
み
込
み
、
抗
議
行
動
の
担
い
手
た
ち
を
捕
え
よ
う

と
し
た
。

（
6
）
ア
ミ
ー
ル
た
ち
に
よ
る
犯
人
捜
査
に
抗
し
て
、
あ
る
非

軍
事
奴
隷
が
投
石
を
行
な
い
、
ア
ミ
ー
ル
一
名
が
負
傷
し
、

当
該
奴
隷
の
み
な
ら
ず
多
数
の
首
都
住
民
が
捕
縛
さ
れ
た
。

（
7
）
こ
の
よ
う
に
し
て
捕
縛
さ
れ
た
人
々
に
対
し
て
、
ス
ル
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タ
ー
ン
は
通
常
は
マ
ム
ル
ー
ク
の
処
刑
方
法
と
し
て
採
用

さ
れ
る
胴
体
切
断
の
死
刑
を
命
じ
た
が
、
首
都
の
警
察
長

官
で
あ
る
カ
イ
ロ
総
督
が
実
際
に
執
行
し
た
刑
は
鼻
削
ぎ

や
耳
削
ぎ
で
あ
っ
た
。

（
8
）
刑
の
執
行
後
、
投
獄
さ
れ
て
い
た
住
民
は
ス
ル
タ
ー
ン

の
判
断
で
釈
放
さ
れ
、
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
そ
の

数
は
二
二
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
す
べ
て
男
性
で
あ
り
、

そ
の
中
に
は
大
商
人
、
そ
し
て
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
血

統
保
持
者
で
あ
る
シ
ャ
リ
ー
フ
も
含
ま
れ
て
い
た）

28
（

。

（
9
）
バ
ル
ス
バ
ー
イ
政
権
に
よ
る
上
記
の
住
民
へ
の
処
罰
、

そ
の
残
虐
な
仕
置
き
は
住
民
側
に
大
き
な
動
揺
を
引
き
起

こ
し
た
。

こ
こ
で
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
捕
縛
さ
れ
た
住
民
た
ち
の

人
的
な
構
成
で
あ
ろ
う
。
投
獄
さ
れ
た
男
た
ち
の
中
に
は
、
一
般

に
都
市
の
ア
ー
ヤ
ー
ン
（
名
士
）
と
も
み
な
し
得
る
タ
ー
ジ
ル
や

シ
ャ
リ
ー
フ
か
ら
奴
隷
に
至
る
、
実
に
多
様
な
首
都
の
居
住
者
た

ち
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
首
都
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
た

住
民
に
よ
る
抗
議
の
動
き
に
大
商
人
や
貴
種
の
参
加
も
あ
っ
た
こ

と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
カ
イ
ロ
の
食
糧
騒
動
史
上

特
筆
に
値
す
る
事
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
囚
わ
れ
た
二

二
人
の
男
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
が
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
の
ア
イ
ニ
ー
に
対

す
る
抗
議
行
動
へ
実
際
に
参
加
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
定
か
で
な
い
。
彼
ら
の
中
に
は
、
ア
ミ
ー
ル
た
ち
に
よ
る
犯

人
捜
査
に
反
抗
的
態
度
を
と
っ
た
者
や
反
抗
者
に
協
力
的
姿
勢
を

と
っ
た
者
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
タ
ー

ジ
ル
及
び
シ
ャ
リ
ー
フ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
界
隈
の
顔
役
的
存
在

と
し
て
住
民
意
思
を
代
弁
す
る
な
ど
し
て
捕
縛
さ
れ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

簡
潔
な
筆
致
で
冷
静
に
事
実
を
伝
え
て
い
る
イ
ブ
ン
・
ハ
ジ
ャ

ル
に
対
し
て
、
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
が
こ
の
出
来
事
を
「
忌
ま
わ
し

い
事
件
」
と
し
、
ヒ
ス
バ
の
不
全
状
況
を
問
題
視
す
る
「
消
費
者

運
動
」
へ
の
ス
ル
タ
ー
ン
権
力
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
、
明
ら
か
に

批
判
的
な
立
場
か
ら
詳
述
し
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
歴
史
家

マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
の
「
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
は
特
に
欧
米
の

研
究
者
が
好
ん
で
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
彼
の

論
述
姿
勢
は
、
当
該
事
例
に
先
立
つ
カ
イ
ロ
に
お
け
る
食
糧
騒
動

の
諸
事
例
に
鑑
み
れ
ば
決
し
て
意
外
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る）

29
（

。
こ
れ
に
先
立
つ
時
期
と
比
較
す
れ
ば
、
こ
の
ケ
ー
ス
に

お
け
る
バ
ル
ス
バ
ー
イ
の
対
応
が
ま
さ
に
異
例
で
あ
り
、
マ
ム

ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
権
力
の
統
治
技
法
の
「
常
道
」
か
ら
す
れ

ば
、
投
石
な
ど
の
慣
行
的
な
抗
議
様
式
に
基
づ
き
住
民
か
ら
不
信

任
表
明
が
な
さ
れ
た
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
こ
れ
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を
解
任
し
、
代
わ
り
に
別
の
人
物
を
据
え
る
こ
と
が
よ
り
適
切
な

対
処
法
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

本
事
例
に
お
け
る
ス
ル
タ
ー
ン
・
バ
ル
ス
バ
ー
イ
の
斯
様
な
対

応
に
は
、
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ス
ル
タ
ー
ン

が
ア
イ
ニ
ー
と
の
間
に
結
ん
だ
特
別
な
人
的
絆
が
作
用
し
て
い
た

と
み
て
よ
い
だ
ろ
う）

30
（

。
八
二
九
年
第
一
月
一
一
日
／
一
四
二
五
年

一
一
月
二
三
日
、
ア
イ
ニ
ー
は
同
職
を
解
任
さ
れ
、
代
わ
っ
て
十

騎
長
ア
ミ
ー
ル
の
イ
ー
ナ
ー
ル
・
ア
ッ
＝
シ
シ
ュ
マ
ー
ニ
ー Īnāl 

al-Shishm
ānī

が
着
任
す
る
こ
と
に
な
る
が）
31
（

、
同
年
第
四
月
二
七

日
／
一
四
二
六
年
三
月
八
日
、
ア
イ
ニ
ー
は
エ
ジ
プ
ト
の
ハ
ナ

フ
ィ
ー
派
主
席
カ
ー
デ
ィ
ー
職
と
い
う
司
法
の
最
高
位
の
一
つ
に

任
命
さ
れ
て
い
る）

32
（

。
シ
リ
ア
北
方
の
境
域
地
帯
に
出
自
を
も
つ
こ

の
学
者
が
、
民
衆
運
動
の
弾
圧
と
い
う
「
忌
ま
わ
し
い
事
件
」
の

中
心
に
位
置
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
時
を
経
ず
に

こ
の
よ
う
な
栄
達
を
実
現
し
え
た
の
は
、
何
よ
り
も
バ
ル
ス
バ
ー

イ
と
の
強
固
な
個
人
的
結
び
付
き
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う）

33
（

。
と
こ
ろ
で
、
先
に
訳
出
し
た
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
の
記
述
は
、
イ

ブ
ン
・
タ
グ
リ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ー
の
年
代
記
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
引
用
に
続
い
て
、
次
の
よ
う
な
追
記

が
み
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
以
上
が
彼
（
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
）
の
述
べ
た
と
お

り
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
（
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
と
ア
イ

ニ
ー
）
の
間
に
は
、
古
く
も
新
し
く
も
嫌
悪
の
感
情
が
存
在

し
た
た
め
、
彼
（
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
）
は
前
述
の
ア
イ
ン

タ
ー
ビ
ー
（
ア
イ
ニ
ー
）
に
対
す
る
民
衆
（
‘

ām
m

a

）
の
投

石
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
、
そ
の
こ
と
で
ア
イ
ン
タ
ー
ビ
ー
の

上
に
忌
ま
わ
し
さ
（shanā

‘a）
を
強
め
よ
う
と
欲
し
た
の

で
あ
る）

34
（

。

つ
ま
り
、
イ
ブ
ン
・
タ
グ
リ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ー
は
、
マ
ク
リ
ー

ズ
ィ
ー
の
年
代
記
記
述
に
つ
い
て
、
民
衆
に
よ
る
ア
イ
ニ
ー
へ
の

投
石
行
為
に
つ
い
て
明
記
し
な
い
の
は
結
果
的
に
住
民
へ
の
厳
罰

を
導
い
た
ア
イ
ニ
ー
の
「
忌
ま
わ
し
さ
」
を
強
調
す
る
意
図
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
個
人
的
な
嫌
悪
の
感
情
に
よ
る
と
い
う

点
に
お
い
て
問
題
が
あ
る
と
論
評
し
て
い
る
の
で
あ
る）
35
（

。
確
か
に

マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
の
記
述
に
は
「
投
石
を
怖
れ
つ
つ
」
と
あ
る
の

み
で
あ
り
、
実
際
に
投
石
行
為
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
明
言
さ
れ
て
な
い
。
こ
の
事
件
の
際
に
少
年
で
あ
っ
た
有
力
ア

ミ
ー
ル
の
子
イ
ブ
ン
・
タ
グ
リ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ー
は
、
投
石
行
為

に
関
す
る
情
報
を
事
件
発
生
時
、
ま
た
は
そ
の
後
に
獲
得
し
、
自

ら
の
事
実
認
識
に
基
づ
い
て
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
を
批
判
し
た
も
の
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と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
問
題
の
ア
イ

ニ
ー
が
イ
ブ
ン
・
タ
グ
リ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ー
の
師
の
一
人
で
あ
っ

た
と
い
う
い
ま
ひ
と
つ
の
事
実
で
あ
る）

36
（

。
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要

で
は
あ
る
が
、
イ
ブ
ン
・
タ
グ
リ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ー
が
マ
ク
リ
ー

ズ
ィ
ー
と
ア
イ
ニ
ー
の
感
情
面
の
対
立
を
指
摘
し
つ
つ
、
ア
イ

ニ
ー
の
方
に
肩
入
れ
す
る
内
容
の
記
述
を
付
加
し
た
こ
と
に
つ
い

て
も
、
そ
れ
が
個
人
的
関
係
に
根
差
し
た
情
動
の
表
現
で
あ
る
可

能
性
は
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
イ
ブ
ン
・
タ
グ
リ
ー
・

ビ
ル
デ
ィ
ー
の
指
摘
ど
お
り
に
投
石
行
為
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

民
衆
の
こ
う
し
た
抗
議
作
法
が
バ
ル
ス
バ
ー
イ
に
先
立
つ
ス
ル

タ
ー
ン
た
ち
に
よ
っ
て
事
実
上
容
認
さ
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
的

実
状
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う）

37
（

。
民
衆
の
動
き
と
バ
ル
ス

バ
ー
イ
の
対
応
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
の
立

場
は
、
慣
行
的
作
法
に
よ
る
抗
議
に
対
し
て
ス
ル
タ
ー
ン
権
力
が

弾
圧
を
も
っ
て
対
処
し
た
こ
と
に
驚
き
、
不
満
を
抱
く
首
都
住
民

の
方
へ
と
寄
り
添
う
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
事
件
当
事
者
で
あ

り
な
が
ら
、
自
ら
の
年
代
記
に
お
い
て
こ
の
事
件
に
全
く
触
れ
よ

う
と
も
し
な
い
ア
イ
ニ
ー
の
記
述
態
度
と
比
べ
る
な
ら
ば）

38
（

、
故
郷

の
町
に
居
住
す
る
民
の
生
活
世
界
へ
の
共
感
的
視
線
を
確
保
し
た

マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
の
叙
述
の
も
つ
意
義
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

三　

  

そ
の
他
の
食
糧
騒
動
と
バ
ル
ス
バ
ー
イ
政
権
の

対
応

一
四
二
五
年
一
〇
月
に
起
き
た
上
記
の
騒
動
か
ら
、
一
四
三
八

年
六
月
の
バ
ル
ス
バ
ー
イ
の
死
去
ま
で
の
時
期
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

カ
イ
ロ
で
発
生
し
た
食
糧
騒
動
の
事
例
は
限
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、

政
権
側
の
動
き
に
も
注
意
を
払
い
つ
つ
、
年
代
記
に
確
認
さ
れ
る

諸
事
例
の
概
要
を
時
系
列
的
に
整
理
し
、
検
討
を
加
え
た
い
。

八
二
九
年
第
二
月
／
一
四
二
五
年
一
二
月
に
な
る
と
、
再
び
カ

イ
ロ
の
ス
ー
ク
で
パ
ン
が
、
製
粉
所
で
小
麦
粉
が
不
足
し
、
同
月

半
ば
に
は
小
麦
一
イ
ル
ダ
ッ
ブ
が
三
〇
〇
銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
を
超

え
、
食
肉
も
不
足
す
る
事
態
と
な
っ
た）

39
（

。
同
月
二
九
日
／
一
四
二

六
年
一
月
一
〇
日
、
パ
ン
を
求
め
て
住
民
（nās

）
が
パ
ン
焼
き

窯
（afrān

）
へ
と
殺
到
し
（izdah

4am
a

）、
ま
た
小
麦
の
購
入

に
奔
走
し
た
。
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、「
問
屋
商
人

（khazzān

）
の
心
は
そ
の
こ
と
に
貪
欲
と
な
り
」、
ソ
ラ
豆
一
カ

ダ
フ
（qadah

4

、
九
六
分
の
一
イ
ル
ダ
ッ
ブ
）
が
四
銅
貨
デ
ィ
ル

ハ
ム
、
つ
ま
り
一
イ
ル
ダ
ッ
ブ
あ
た
り
三
八
四
銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム

と
い
う
高
値
を
記
録
し
た）

40
（

。

マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
は
こ
の
物
価
騰
貴
の
要
因
と
し
て
、（
1
）

ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
の
ア
イ
ニ
ー
が
小
売
商
た
ち
の
行
動
を
放
任
し
、



バ
ル
ス
バ
ー
イ
期
カ
イ
ロ
の
食
糧
騒
動

二
七
三
（
二
七
三
）　

そ
の
後
任
の
シ
シ
ュ
マ
ー
ニ
ー
が
一
転
し
て
彼
ら
を
脅
し
暴
行
を

加
え
た
こ
と
、（
2
）
水
牛
と
牛
の
大
量
死
、（
3
）
強
風
に
よ
る

ナ
イ
ル
水
運
の
途
絶
と
カ
イ
ロ
の
河
岸
に
お
け
る
穀
物
取
引
の
中

止
、（
4
）
ガ
ザ
、
ラ
ム
ラ
、
エ
ル
サ
レ
ム
、
ナ
ー
ブ
ル
ス
、
シ

リ
ア
海
岸
地
帯
、
ダ
マ
ス
ク
ス
、
ハ
ウ
ラ
ー
ン
、
ハ
マ
ー
な
ど
シ

リ
ア
各
地
に
お
け
る
物
価
高
、
す
な
わ
ち
エ
ジ
プ
ト
の
イ
ル
ダ
ッ

ブ
換
算
で
一
〇
〇
〇
銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
と
い
う
高
値
、（
5
）
穀

物
生
産
地
の
上
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
物
価
高
と
パ
ン
不
足
な
ど
を

挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
は
、
小
麦
価
格
が
一
イ

ル
ダ
ッ
ブ
あ
た
り
二
五
〇
銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
と
な
っ
た
際
に
百
騎

長
ア
ミ
ー
ル
が
「
私
は
自
分
の
小
麦
を
三
〇
〇
﹇
銅
貨
﹈
デ
ィ
ル

ハ
ム
以
外
で
は
売
ら
な
い
」
と
発
言
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て
、

軍
人
支
配
層
に
よ
る
投
機
的
な
穀
物
取
引
の
問
題
点
に
読
者
の
注

意
を
喚
起
し
、
ま
た
ス
ル
タ
ー
ン
が
保
有
穀
物
の
少
な
さ
か
ら
自

己
の
穀
倉
か
ら
市
場
へ
の
穀
物
供
給
を
禁
じ
た
こ
と
の
影
響
に
つ

い
て
も
指
摘
し
て
い
る）

41
（

。
そ
の
後
、
同
年
第
三
月
半
ば
／
一
四
二

六
年
一
月
末
以
降
、
穀
価
は
下
降
傾
向
を
示
し
た）

42
（

。
第
三
月
二
日

以
降
、
期
間
や
規
模
は
不
明
で
あ
る
が
、
ス
ル
タ
ー
ン
・
バ
ル
ス

バ
ー
イ
が
救
貧
事
業
と
し
て
貧
民
（fuqarā

’）
へ
の
パ
ン
の
分

配
を
毎
日
実
施
し）

43
（

、
こ
れ
が
あ
る
程
度
の
効
果
を
示
し
た
可
能
性

も
あ
る
。

次
に
史
料
で
確
認
さ
れ
る
食
糧
騒
動
は
、
八
三
六
年
第
一
二
月

二
九
日
（
ミ
ス
ラ
ー
月
二
三
日
）
／
一
四
三
三
年
八
月
一
七
日
、

ナ
イ
ル
の
増
水
が
遅
れ
る
な
か
、
僅
か
な
減
水
が
記
録
さ
れ
た
際

の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
前
月
に
一
〇
〇
銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
で

あ
っ
た
小
麦
一
イ
ル
ダ
ッ
ブ
の
価
格
が
一
四
〇
に
上
昇
し
、
人
々

（nās

）
は
小
麦
の
購
入
へ
と
殺
到
し
（izdah

4am
a

）、
小
麦
価
格

は
さ
ら
に
上
昇
し
た）

44
（

。
他
方
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ジ
ャ
ル
の
年
代
記
に

は
、「
人
々
（nās

）
が
騒
い
だ
（d

4ajja

）」
と
あ
る）
45
（

。

八
三
九
年
第
四
月
二
四
日
／
一
四
三
五
年
一
一
月
一
六
日
に
は
、

同
月
に
入
っ
て
か
ら
の
物
価
の
上
昇
を
背
景
と
し
て
、
カ
イ
ロ
の

民
衆
に
よ
る
直
訴
、
す
な
わ
ち
直
截
的
な
請
願
行
動
が
み
ら
れ
た
。

こ
の
日
、
バ
ル
ス
バ
ー
イ
が
狩
り
に
出
よ
う
と
市
内
を
騎
行
し
て

い
る
と
、
民
衆
（
‘āmm

a

）
が
騒
ぎ
（d

4ajja

）、
支
配
層
の
穀
倉

（shuw
an

）
に
小
麦
が
多
量
に
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ス
ー
ク
で
パ
ン
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
救
済
を
求
め
た

（istaghāthū

）。
し
か
し
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
「
彼
ら
の
方
に
振
り

向
か
な
か
っ
た
（lam

 yaltafit ilay-hum

）」
と
い
う）
46
（

。
こ
の
よ

う
に
民
衆
に
よ
る
ス
ル
タ
ー
ン
へ
の
対
策
要
求
は
無
視
さ
れ
た
か

に
み
え
る
が
、
他
方
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ジ
ャ
ル
は
、
民
衆
が
騒
い
だ

（d

4ajja
）
こ
と
を
受
け
て
、
結
局
ス
ル
タ
ー
ン
が
穀
倉
を
開
い
た

と
述
べ
て
い
る）

47
（

。
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一
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二
七
四
（
二
七
四
）　

以
上
の
よ
う
に
、
一
四
二
五
年
一
〇
月
の
弾
圧
事
件
以
降
、
表

に
ま
と
め
た
と
お
り
、
夏
季
の
増
水
期
を
中
心
に
投
機
的
取
引
が

主
因
と
み
ら
れ
る
穀
価
の
乱
高
下
現
象
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ
て
い

た
に
か
か
わ
ら
ず
、
民
衆
運
動
の
発
生
に
関
す
る
史
料
記
述
は
多

い
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
背
景
と
し
て
指
摘
す
べ
き
は
、
前
述
の

弾
圧
事
件
に
お
い
て
明
示
さ
れ
、
一
四
三
五
年
一
一
月
の
事
例
に

も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
、
ス
ル
タ
ー
ン
・
バ
ル
ス
バ
ー
イ
の
統
治

の
多
分
に
非
対
話
的
な
性
格
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
首
都

の
ヒ
ス
バ
行
政
を
担
う
人
物
の
選
定
と
も
連
動
し
て
い
た
よ
う
に

み
え
る
。
イ
ー
ナ
ー
ル
・
ア
ッ
＝
シ
シ
ュ
マ
ー
ニ
ー
は
八
三
三
年

第
四
月
四
日
／
一
四
二
九
年
一
二
月
三
一
日
の
ア
イ
ニ
ー
の
ム
フ

タ
ス
ィ
ブ
へ
の
再
任
ま
で
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
の
職
に
あ
り
、
そ
の
後
、

問
題
の
ア
イ
ニ
ー
の
再
任
期
が
八
三
五
年
第
七
月
／
一
四
三
二
年

三
月
ま
で
続
い
た
が
、
こ
う
し
た
ヒ
ス
バ
体
制
は
、
住
民
に
と
っ

て
み
れ
ば
抗
議
行
動
を
起
こ
し
に
く
い
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と

推
断
さ
れ
る
の
で
あ
る）

48
（

。
す
な
わ
ち
、
十
騎
長
ア
ミ
ー
ル
に
よ
る

武
力
に
よ
る
ヒ
ス
バ
行
政
に
続
き
、
抗
議
・
要
求
行
動
が
前
代
未

聞
の
厳
罰
に
帰
結
し
た
事
件
の
当
事
者
で
あ
っ
た
ア
イ
ニ
ー
が
再

任
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
は
直
接
行
動
を
躊
躇
し
た
に
違

い
な
い
。

た
だ
し
、
一
四
三
二
年
三
月
以
降
に
つ
い
て
は
若
干
の
変
化
も

認
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
時
期
に
カ
ー
ヒ
ラ
の
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
を
務

め
た
の
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ナ
ス
ル
ッ
ラ
ー
フ Salāh

4 
al-D
īn M

uh

4am
m

ad b. Badr al-D
īn H

4asan b. N
as

4r A
llāh

で
あ
る
。
小
ハ
ー
ジ
ブ
（h

4ājib s

4aghīr

）
で
あ
っ
た
こ
の
官
僚

名
家
出
身
者
の
就
任
を
も
っ
て）

49
（

、
市
場
行
政
は
、
民
衆
に
よ
る
物

価
高
騰
時
に
お
け
る
異
議
申
し
立
て
が
比
較
的
容
易
な
体
制
へ
と

移
行
し
た
よ
う
に
も
み
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
述
の
よ
う

に
一
四
三
五
年
に
食
糧
問
題
を
め
ぐ
る
ス
ル
タ
ー
ン
へ
の
直
訴
が

バ
ル
ス
バ
ー
イ
統
治
期
に
お
い
て
初
め
て
実
行
さ
れ
た
こ
と
は
、

ま
さ
に
こ
う
し
た
ヒ
ス
バ
体
制
の
変
化
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
理

解
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四　

  

バ
ル
ス
バ
ー
イ
の
物
価
政
策
と
穀
物
市
場
へ
の

参
入

以
上
の
よ
う
に
、
特
に
そ
の
治
世
前
期
を
中
心
に
、
穀
物
問
題

を
め
ぐ
っ
て
首
都
住
民
が
異
議
申
し
立
て
を
実
行
し
難
い
体
制
を

構
築
し
た
バ
ル
ス
バ
ー
イ
で
あ
る
が
、
食
料
の
不
足
や
価
格
上
昇

へ
の
対
策
が
全
く
放
棄
さ
れ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
以

下
で
は
、
バ
ル
ス
バ
ー
イ
政
権
に
よ
る
物
価
対
策
、
及
び
物
価
に

影
響
を
与
え
た
ス
ル
タ
ー
ン
の
穀
物
取
引
に
つ
い
て
検
討
し
、
当

該
時
期
の
穀
物
市
場
に
対
す
る
ス
ル
タ
ー
ン
権
力
の
態
度
に
つ
い



バ
ル
ス
バ
ー
イ
期
カ
イ
ロ
の
食
糧
騒
動

二
七
五
（
二
七
五
）　

て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

八
三
〇
年
第
一
一
月
下
旬
／
一
四
二
七
年
九
月
中
頃
、
ナ
イ
ル

水
位
の
減
少
を
契
機
に
穀
物
の
買
占
め
行
動
が
広
が
り
を
み
せ
、

市
場
供
給
量
が
不
足
し
た
。
こ
の
時
、
バ
ル
ス
バ
ー
イ
は
ム
フ
タ

ス
ィ
ブ
の
シ
シ
ュ
マ
ー
ニ
ー
を
通
じ
、
小
麦
一
イ
ル
ダ
ッ
ブ
あ
た

り
一
五
〇
銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
以
上
で
売
る
こ
と
、
そ
し
て
個
人
が

一
〇
イ
ル
ダ
ッ
ブ
を
超
え
て
小
麦
を
購
入
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。

当
時
は
物
価
上
昇
を
期
待
す
る
富
裕
者
に
よ
る
買
い
溜
め
の
傾
向

が
顕
著
で
あ
り
、「
記
す
に
値
し
な
い
人
物
」
が
一
〇
〇
〇
イ
ル

ダ
ッ
ブ
の
小
麦
を
買
い
込
む
と
い
っ
た
有
様
で
あ
っ
た）

50
（

。
つ
ま
り
、

そ
こ
で
の
バ
ル
ス
バ
ー
イ
政
権
の
施
策
は
、
基
本
的
に
タ
ス
イ
ー

ル
（
価
格
の
公
定
）、
及
び
買
占
め
の
抑
止
を
目
的
と
す
る
小
麦

購
入
量
の
上
限
設
定
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

八
三
一
年
第
一
一
月
／
一
四
二
八
年
八
月
以
降
、
小
麦
、
大
麦
、

ソ
ラ
豆
価
格
が
上
昇
し
、
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
の
表
現
に
よ
れ
ば
、

「
公
益
（m

as

4ālih

4

）
が
見
失
わ
れ
る
状
態
」
と
な
っ
た
。
そ
し
て

同
年
第
一
二
月
／
一
四
二
八
年
九
│
一
〇
月
に
は
、
穀
倉
内
に
多

く
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
退
蔵
行
為
の
た
め
供
給
量
が
減
少

し
て
し
ま
い
、
小
麦
一
イ
ル
ダ
ッ
ブ
が
四
〇
〇
銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム

に
達
し
た
が
、
そ
の
後
、
小
麦
価
格
は
少
し
下
降
し
、
三
五
〇
銅

貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
と
な
っ
た）

51
（

。
イ
ブ
ン
・
ハ
ジ
ャ
ル
に
よ
れ
ば
、
こ

の
時
、
ス
ル
タ
ー
ン
や
そ
の
他
の
穀
倉
（shuw

an

）
が
開
か
れ

た
と
い
う）

52
（

。
そ
の
意
図
に
関
し
て
の
説
明
は
史
料
に
な
い
が
、
一

連
の
展
開
か
ら
は
、
値
崩
れ
を
察
知
し
た
バ
ル
ス
バ
ー
イ
、
さ
ら

に
お
そ
ら
く
は
ア
ミ
ー
ル
た
ち
が
自
ら
の
保
有
す
る
穀
物
を
慌
て

て
市
場
へ
と
放
出
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
を
物
価
安
定

の
た
め
の
廉
価
販
売
策
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

八
三
二
年
第
七
月
／
一
四
二
九
年
四-

五
月
に
は
、
ス
ル
タ
ー

ン
王
室
の
商
業
部
門
で
あ
る
マ
ト
ジ
ャ
ル
・
ス
ル
タ
ー
ニ
ー
（al

-m
atjar al-sult

4ānī

）
に
よ
っ
て
、
大
商
人
た
ち
（tujjār

）
を

対
象
と
し
た
数
品
目
に
つ
い
て
の
購
入
強
制
（
タ
ル
フ
、t

4arh

4

）

が
行
な
わ
れ
た
。
具
体
的
な
品
目
名
は
史
料
に
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
ス
ル
タ
ー
ン
権
力
に
よ
る
斯
様
な
利
益
追
求
に
よ
っ
て
、
小

麦
価
格
は
一
イ
ル
ダ
ッ
ブ
あ
た
り
二
二
〇
銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
か
ら

三
〇
〇
へ
と
上
昇
し
た）

53
（

。

ス
ル
タ
ー
ン
権
力
に
よ
る
同
様
の
タ
ル
フ
は
、
八
三
八
年
第
二

月
／
一
四
三
四
年
九-

一
〇
月
に
も
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
時
、
バ

ル
ス
バ
ー
イ
は
ス
ル
タ
ー
ン
の
穀
倉
（shuw

an

）
か
ら
一
万
イ

ル
ダ
ッ
ブ
の
ソ
ラ
豆
を
取
り
出
す
と
、「
果
樹
・
菜
園

（basātīn
）、
圧
搾
所
（m

a

‘ās

4ir

）、
そ
の
他
の
機
械

（daw
ālīb

）
の
保
有
者
」
に
対
し
て
一
イ
ル
ダ
ッ
ブ
あ
た
り
一
七



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

二
七
六
（
二
七
六
）　

五
銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
で
買
い
取
り
を
強
要
し
た
。
当
時
の
ソ
ラ
豆

価
格
は
不
明
で
あ
る
が
、
穀
物
は
安
価
（rakhā

’）
で
あ
っ
た
と

い
う
。
こ
う
し
た
ス
ル
タ
ー
ン
の
動
き
が
被
害
を
与
え
た
事
実
が

史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
高
値
で
の
購
入
強
制

で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る）

54
（

。
さ
ら
に
、
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
に

よ
れ
ば
、
そ
の
翌
月
に
も
新
任
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
ジ
ャ
マ
ー
ル
・

ア
ッ
デ
ィ
ー
ン Jam

āl al-D
īn Y
ūsuf b. K

ātib Jakam

に
よ
っ

て
、
ソ
ラ
豆
一
万
八
〇
〇
〇
イ
ル
ダ
ッ
ブ
と
小
麦
八
〇
〇
〇
イ
ル

ダ
ッ
ブ
の
タ
ル
フ
が
断
行
さ
れ
、
人
々
に
被
害
を
与
え
た
と
い
う）

55
（

。

以
上
の
よ
う
な
タ
ル
フ
は
、
胡
椒
や
砂
糖
の
専
売
制
に
代
表
さ
れ

る
ス
ル
タ
ー
ン
に
よ
る
商
業
活
動
へ
の
積
極
的
参
入
と
連
動
し
た

経
済
行
動
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
、
大
量
の
穀
物
を
保
有
す
る
王
権
の
市
場
に
お
け
る
利
益
の

追
求
行
為
で
あ
り
、
こ
れ
を
首
都
の
物
価
安
定
を
目
的
と
し
た
施

策
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
ス
ル
タ
ー
ン
・
バ
ル

ス
バ
ー
イ
の
穀
倉
へ
の
小
麦
や
ソ
ラ
豆
の
貯
蔵
は
、
王
領
地
の
農

民
た
ち
の
税
負
担
だ
け
で
な
く
、
穀
物
市
場
に
お
け
る
購
入
に
も

よ
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
八
四
〇
年
第
六
月

／
一
四
三
六
年
一
二
月-

一
四
三
七
年
一
月
、
バ
ル
ス
バ
ー
イ
は

貯
蔵
を
目
的
と
し
て
三
万
イ
ル
ダ
ッ
ブ
の
穀
物
を
購
入
す
る
よ
う

指
示
を
与
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
ス
ル
タ
ー
ン
権
力
の
動
き
は
、

明
ら
か
に
救
荒
目
的
で
は
な
く
、
抜
群
の
財
力
を
用
い
て
の
穀
物

商
業
へ
の
積
極
的
関
与
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
マ
ク
リ
ー

ズ
ィ
ー
は
、
こ
の
時
に
民
間
で
物
価
高
騰
を
危
惧
し
て
小
麦
、
大

麦
、
ソ
ラ
豆
を
購
入
す
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る）

56
（

。

つ
ま
り
、
穀
物
貯
蔵
を
め
ぐ
る
バ
ル
ス
バ
ー
イ
の
積
極
性
は
、
王

権
に
よ
る
危
機
へ
の
備
え
と
し
て
都
市
社
会
全
般
に
安
心
を
も
た

ら
す
も
の
で
は
な
く
、
穀
価
高
騰
へ
の
危
機
感
を
煽
る
性
質
の
も

の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
斯
様
な
局
面
に
お
け
る
ス
ル
タ
ー
ン
権

力
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
（
父
権
的
温
情
主
義
）

の
実
践
主
体
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
ま
い
。
む
し
ろ
、
巨
大
な
財

力
や
政
治
権
力
の
行
使
に
よ
っ
て
、
穀
物
の
取
引
ゲ
ー
ム
で
圧
倒

的
に
振
舞
う
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の
そ
の
姿
を
首
都
社
会
に
向

か
っ
て
明
示
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

八
三
三
年
第
三
月
／
一
四
二
九
年
一
一-

一
二
月
の
事
例
で
は
、

ス
ル
タ
ー
ン
が
備
蓄
穀
物
を
市
場
へ
売
却
す
る
に
際
し
て
、
ム
フ

タ
ス
ィ
ブ
の
シ
シ
ュ
マ
ー
ニ
ー
が
フ
ス
タ
ー
ト
と
ブ
ー
ラ
ー
ク
の

両
河
岸
に
穀
物
を
売
り
に
来
た
穀
物
商
人
た
ち
に
対
し
て
一
定
期

間
売
却
を
禁
止
す
る
措
置
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
ス
ル
タ
ー

ン
の
備
蓄
小
麦
は
一
イ
ル
ダ
ッ
ブ
あ
た
り
三
六
〇
銅
貨
デ
ィ
ル
ハ

ム
と
い
う
高
値
で
優
先
的
に
売
却
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
製
粉



バ
ル
ス
バ
ー
イ
期
カ
イ
ロ
の
食
糧
騒
動

二
七
七
（
二
七
七
）　

所
へ
の
小
麦
供
給
量
が
充
分
に
な
っ
た
後
に
、
農
村
か
ら
小
麦
を

持
ち
込
む
輸
送
商
人
の
ジ
ャ
ッ
ラ
ー
ブ
商
人
た
ち
は
売
却
を
許
可

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
小
麦
不
足
が
解
消
さ
れ
、
価
格

が
下
降
し
た
こ
と
を
諸
史
料
は
伝
え
る）

57
（

。
こ
の
よ
う
な
展
開
は
、

も
し
も
ス
ル
タ
ー
ン
の
備
蓄
穀
物
が
適
正
価
格
で
市
場
に
順
調
に

供
給
さ
れ
続
け
て
い
た
な
ら
ば
相
場
は
安
定
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
の
推
察
を
促
す
。
本
事
例
は
、「
国
王
大
権
」
を
行
使
す

る
当
該
の
ス
ル
タ
ー
ン
権
力
が
首
都
の
穀
物
相
場
に
圧
倒
的
な
影

響
力
を
及
ぼ
し
得
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
実
状
を
如
実
に
示
す

も
の
で
あ
る
。

八
三
九
年
第
四
月
末
／
一
四
三
五
年
一
一
月
の
物
価
高
騰
時
に

は
、
前
述
の
よ
う
に
民
衆
運
動
へ
の
対
応
と
し
て
、
バ
ル
ス
バ
ー

イ
が
お
そ
ら
く
は
自
身
の
穀
倉
（shuw

an

）
を
開
き
、
そ
こ
か

ら
穀
物
を
売
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
売
却
価
格
・
量

に
つ
い
て
は
史
料
記
述
が
な
く
、
廉
売
策
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ジ
ャ
ル
に
よ
れ
ば
、
そ

の
後
穀
価
の
上
昇
が
み
ら
れ
た
が
、
市
場
供
給
量
は
増
加
し
た
と

い
う）

58
（

。
以
上
の
よ
う
に
、
物
価
対
策
の
実
施
を
明
示
す
る
史
料
記
事
は
、

一
四
二
七
年
九
月
の
タ
ス
イ
ー
ル
と
一
四
三
五
年
一
一
月
の
穀
倉

開
放
の
二
つ
の
事
例
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
バ
ル
ス
バ
ー

イ
が
穀
物
の
市
場
や
相
場
に
関
与
し
て
い
た
事
実
を
伝
え
る
そ
の

他
の
史
料
記
述
は
、
ス
ル
タ
ー
ン
権
力
が
活
発
な
穀
物
取
引
に
手

を
染
め
、
強
権
を
背
景
に
利
益
追
求
を
図
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え

て
い
る
。
バ
ル
ス
バ
ー
イ
に
よ
る
穀
物
市
場
へ
の
積
極
的
参
入
は
、

カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
の
没
落
や
移
住
を
惹
き
起
こ
し
た
胡
椒
や
砂
糖

の
専
売
制
の
よ
う
な
徹
底
管
理
を
め
ざ
す
施
策
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
抜
群
の
政
治
・
経
済
力
を
誇
る
ス
ル
タ
ー
ン
に

よ
る
市
場
ゲ
ー
ム
へ
の
強
引
な
割
り
込
み
行
為
で
あ
っ
た
と
い
う

点
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
基
調
に
お
い
て
共
通
し
た
傾

向
を
持
っ
て
い
た
と
み
な
し
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五　

お
わ
り
に

一
四
二
四
年
か
ら
一
四
二
六
年
に
か
け
て
三
次
に
わ
た
っ
て
実

行
さ
れ
た
キ
プ
ロ
ス
島
へ
の
大
規
模
な
遠
征
軍
の
派
遣
は
、
キ
プ

ロ
ス
王
の
捕
縛
と
カ
イ
ロ
へ
の
連
行
に
帰
結
し
た
が）

59
（

、
そ
れ
は
、

後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
政
治
文
化
の
諸
側
面
に
も
少
な
か
ら
ず
影

響
を
与
え
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
東
地
中
海
世
界
に
お
け
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
の
前
線
基
地
で
あ
っ
た
同
島
の

政
治
・
経
済
的
従
属
を
実
現
し
た
こ
の
目
覚
し
い
「
功
績
」
に

よ
っ
て
、
ス
ル
タ
ー
ン
・
バ
ル
ス
バ
ー
イ
は
、
バ
イ
バ
ル
ス
一
世
、

カ
ラ
ー
ウ
ー
ン
、
ハ
リ
ー
ル
と
い
っ
た
マ
ム
ル
ー
ク
朝
初
期
の
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学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

二
七
八
（
二
七
八
）　

「
聖
戦
の
英
雄
ス
ル
タ
ー
ン
」
に
も
連
な
り
得
る
よ
う
な
統
治
者

イ
メ
ー
ジ
を
久
方
ぶ
り
に
民
心
に
刷
り
込
め
る
立
場
を
獲
得
し
た

か
ら
で
あ
る）

60
（

。
他
方
、
バ
ル
ス
バ
ー
イ
は
、
首
都
の
穀
物
取
引
に

積
極
的
に
関
わ
り
、
商
業
の
多
分
野
に
お
い
て
利
益
追
求
に
励
み

な
が
ら
、
そ
の
対
外
的
な
強
硬
姿
勢
を
国
内
、
と
り
わ
け
首
都
社

会
に
向
け
て
も
明
示
し
、
消
費
者
た
ち
の
経
済
的
不
満
を
力
で
制

圧
す
る
こ
と
を
厭
わ
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
チ
ェ
ル
ケ
ス
系
ス
ル

タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
本
稿
に
お
い
て
論
じ
て
き
た
食
糧
騒
動
へ
の

対
応
に
限
っ
て
い
え
ば
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
離
脱
し
て
抑
圧

へ
と
進
み
が
ち
で
あ
っ
た
こ
の
よ
う
な
統
治
態
度
は
、
ム
ア
イ
ヤ

ド
を
は
じ
め
彼
に
先
立
つ
チ
ェ
ル
ケ
ス
・
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル

タ
ー
ン
た
ち
と
は
明
瞭
に
一
線
を
画
す
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
と

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
別
稿
に
お
い
て
既
に
詳
論
し

た
よ
う
に）

61
（

、
こ
の
バ
ル
ス
バ
ー
イ
の
東
地
中
海
に
お
け
る
対
外
積

極
策
を
引
き
継
ぎ
、
一
四
四
〇
年
代
に
ロ
ド
ス
島
へ
の
派
兵
を
繰

り
返
し
た
ス
ル
タ
ー
ン
の
ジ
ャ
ク
マ
ク
（
在
位
一
四
三
八
│
五
三

年
）
は
、
民
衆
運
動
へ
の
対
処
法
に
お
い
て
こ
の
先
達
の
強
権
的

な
政
治
姿
勢
を
踏
襲
し
て
行
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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edieval C

airo, C
am

bridge: C
am

bridge U
niversity 

Press, 1993, pp. 52-66
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
筆
者
の
見

解
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
一
四
世
紀
末-

一
五
世
紀
初
頭
カ
イ
ロ
の

食
糧
暴
動
」、
一-

二
頁
、
及
び
拙
稿
「
書
評　

ボ
ア
ズ
・
シ
ョ

シ
ャ
ン
著
『
中
世
カ
イ
ロ
の
民
衆
文
化
』」『
イ
ス
ラ
ム
世
界
』
四

七
号
（
一
九
九
六
年
）、
七
八-

八
七
頁; Fum

ihiko H
asebe, 

“Popular M
ovem

ents and Jaqm
aq, the Less Paternalistic 

Sultan: Som
e A

spects of Conflict in the Egyptian Cities, 
1449-52

”, A
nnals of Japan A

ssociation for M
iddle E

ast 
Studies, 20/2

（2005

）, pp. 27-28

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
8
）　

バ
ル
ス
バ
ー
イ
期
の
物
価
変
動
表
と
し
て
は
既
にEliyahu 

A
shtor, H

istoire des prix et des salaires dans l

’Orient 
m

ediéval, Paris: S.E.V
.P.E.N

., 1969, pp. 289-290, 305, 308 

やBoaz Shoshan, 

“Money Supply and Grain Prices in 
Fifteenth-Century Egypt

”, T
he E

conom
ic H

istory R
e-

view
, 36/1

（1983

）, pp. 47-67

が
あ
る
が
、
パ
ン
や
小
麦
粉
の

価
格
変
動
に
注
意
を
払
う
と
と
も
に
年
代
記
諸
史
料
か
ら
さ
ら
に

多
く
の
デ
ー
タ
を
集
め
て
本
表
を
作
成
し
直
し
た
。
な
お
、
表
中

の
「
購
入
強
制
」
と
は
軍
人
に
よ
る
タ
ル
フ
（t

4arh

4

）
を
指
す
。

（
9
）　

拙
稿
「
一
四
世
紀
末-

一
五
世
紀
初
頭
カ
イ
ロ
の
食
糧
暴
動
」、

六-

八
頁
。

（
10
）　A

l-M
aqrīzī, K

itāb al-Sulūk li-m
a‘rifat duw

al al-
m

ulūk, 4vols., Cairo: D
ār al-K

utub al-M
is

4riyya, 1943-72, 
vol. 4, p. 920

及
び
拙
稿
「
一
四
世
紀
末-

一
五
世
紀
初
頭
カ
イ

ロ
の
食
糧
暴
動
」、
一
一
頁
。

（
11
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, pp. 625, 628, 630-31, 634, 

636-37; Ibn H

4ajar al-

‘Asqalānī, Inbā

’ al-ghum
r bi-abnā

’ al
-

‘um
r, 4 vols., Cairo: Lajnat Ih

4yā

’ al-T
urāth al-Islām

ī, 
1969-98, vol. 3, p. 301; al-

‘Aynī, 

‘Iqd al-jum
ān fī ta

‘rīkh ahl 
al-zam

ān, 

‘Abd al-R
āziq al-T

4ant

4āw
ī al-Q

arm
ūt

4（ed.

）, 
Cairo: al-Zahrā

’ li

’l-I

‘lām
 al-

‘Arabī, 1989, pp. 197-198.

（
12
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 660. 

銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
に

つ
い
て
は
、Boaz Shoshan, 

“From
 Silver to Copper: M

on-
etary Changes in Fifteenth-Century Egypt

”, Studia Is-
lam

ica, 56

（1982

）, pp. 97-116

を
参
照
の
こ
と
。

（
13
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 668; Ibn H

4ajar, Inbā

’ al
-ghum

r, vol. 3, p. 329. 

な
お
、
ア
イ
ニ
ー
の
年
代
記
に
は
ミ
ス

ラ
ー
月
二
三
日
と
あ
る
（al-

‘Aynī, 

‘Iqd al-jum
ān, p. 238

）。

（
14
）　A

l-

‘Aynī, 

‘Iqd al-jum
ān, p. 238.

（
15
）　

カ
イ
ロ
の
二
つ
の
河
港
、
ブ
ー
ラ
ー
ク
と
フ
ス
タ
ー
ト
に
あ
っ

た
「
穀
物
河
岸
（sāh

4il al-ghalla

）」
に
つ
い
て
は
、Ira M

. 
Lapidus, 

“The Grain Econom
y of M

am
luk Egypt

”, Jour-
nal of the E

conom
ic and Social H

istory of the O
rient, 12



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

二
八
〇
（
二
八
〇
）　

（1969

）, pp. 1-15; N
elly H

anna, A
n U

rban H
istory of Bu-

laq in the M
am

luk and O
ttom

an Periods, Cairo: Institut 
français d

’archéologie orientale, 1983, pp. 42-43

及
び
拙
稿

「
一
四
世
紀
末-

一
五
世
紀
初
頭
カ
イ
ロ
の
食
糧
暴
動
」、
三
八
頁

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
16
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 669.

（
17
）　Ibn H

4ajar, Inbā

’ al-ghum
r, vol. 3, p. 329; al-

‘Aynī, 

‘Iqd 
al-jum

ān, p. 238.

（
18
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 678.

（
19
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 687. 

マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
に

よ
れ
ば
、
ダ
マ
ス
ク
ス
に
お
い
て
も
こ
の
頃
穀
価
が
上
昇
し
た
と

い
う
。

（
20
）　Ibn H

4ajar, Inbā

’ al-ghum
r, vol. 3, p. 351. A

l-M
aqrīzī, 

al-Sulūk, vol. 4, p. 691

に
は
、
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
と
あ
る
。

（
21
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 691.

（
22
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, pp. 693-94; al-

‘Aynī, 

‘Iqd al
-jum

ān, p. 288.

（
23
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 697; Ibn H

4ajar, Inbā

’ al
-ghum

r, vol. 3, p. 348.

（
24
）　A

l-

‘Aynī, 

‘Iqd al-jum
ān, pp. 252-53.

（
25
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 699.

（
26
）　Ibn H

4ajar, Inbā

’ al-ghum
r, vol. 3, p. 350.

（
27
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 698.

（
28
）　

マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
エ
ジ
プ
ト
社
会
に
お
け
る
シ
ャ
リ
ー
フ
の

実
態
に
関
し
て
は
未
解
明
の
部
分
も
少
な
く
な
い
が
、
バ
ル
ス

バ
ー
イ
期
に
は
、
例
え
ば
、
八
三
三
年
第
六
月
／
一
四
三
〇
年
二

-

三
月
、
ペ
ス
ト
の
流
行
拡
大
に
際
し
て
、
ム
ハ
ン
マ
ド
と
い
う

名
の
シ
ャ
リ
ー
フ
四
〇
人
が
ア
ズ
ハ
ル
・
モ
ス
ク
に
集
め
ら
れ
、

手
当
支
給
の
後
、
集
団
で
の
ク
ル
ア
ー
ン
朗
誦
と
ペ
ス
ト
退
散
の

祈
願
（
ド
ゥ
ア
ー
）
の
儀
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
ス
ル

タ
ー
ン
の
命
に
よ
り
、
当
時
文
書
庁
長
官
で
あ
っ
た
シ
ャ
リ
ー
フ

の
イ
ブ
ン
・
ア
ド
ナ
ー
ンShihāb al-D

īn A
h

4m
ad b. 

‘Adnān

に
よ
っ
て
主
催
さ
れ
、
東
方
地
域
（bilād al-m

ashriq

）
の
方
法

を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, 

vol. 4, pp. 828-829; Ibn H

4ajar, Inbā

’ al-ghum
r, vol. 3, p. 

438

）。

（
29
）　

拙
稿
「
一
四
世
紀
末-

一
五
世
紀
初
頭
カ
イ
ロ
の
食
糧
暴
動
」、

一
七-

二
五
頁
及
び
拙
稿
「
イ
ス
ラ
ー
ム
都
市
の
食
糧
騒
動
」、
二

四-

二
六
頁
。

（
30
）　

バ
ル
ス
バ
ー
イ
と
ア
イ
ニ
ー
の
親
密
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
人

名
表
記
な
ど
に
少
々
難
の
あ
る
論
考
で
は
あ
る
が
、A

nne F. 
Broadbridge, 

“Academ
ic Rivalry and the Patronage Sys-

tem
 in Fifteenth-Century Egypt: al-

‘Aynī, al-M
aqrīzī, 

and Ibn H

4ajar al-

‘Asqalānī

”, M
am

luk Studies R
eview

, 3

（1999

）, pp. 95-97

を
参
照
の
こ
と
。

（
31
）　Ibn H

4ajar, Inbā

’ al-ghum
r, vol. 3, p. 364. 

他
方
、
ア
イ

ニ
ー
は
、
カ
ー
ヒ
ラ
と
ミ
ス
ル
の
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
か
ら
の
解
任
を

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
八
二
九
年
第
二
月
半
ば
の
こ
と
と
し
て
い
る
（al

-
‘Aynī, 

‘Iqd al-jum
ān, p. 294

）。
バ
ル
ス
バ
ー
イ
期
カ
イ
ロ
の

ヒ
ス
バ
職
保
持
者
た
ち
に
つ
い
て
は
、
菊
池
忠
純
「
マ
ム
ル
ー
ク

朝
時
代
カ
イ
ロ
の
ム
フ
タ
シ
ブ
│
出
身
階
層
と
経
歴
を
中
心
に
」

『
東
洋
学
報
』64/1

・2

（1983

）, pp. 146-147

を
参
照
の
こ
と
。



バ
ル
ス
バ
ー
イ
期
カ
イ
ロ
の
食
糧
騒
動

二
八
一
（
二
八
一
）　

（
32
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 717; al-

‘Aynī, 

‘Iqd al
-jum

ān, p. 297.
（
33
）　

更
な
る
検
討
を
要
す
る
が
、
信
頼
を
置
く
側
近
を
突
如
重
職
に

抜
擢
す
る
手
法
は
、
バ
ル
ス
バ
ー
イ
の
治
世
に
特
徴
的
で
あ
っ
た

よ
う
に
み
え
る
。
そ
の
最
た
る
例
が
、
側
近
の
「
王
の
道
化

（m
udh4

4ik
）」
で
あ
っ
た
イ
ブ
ン
・
カ
ー
ス
ィ
ムW

alīy al-D
īn 

M
uh

4am
m

ad b. Q
āsim

 al-M
ah

4allī

の
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
両
聖
地
の

重
要
管
理
職
へ
の
任
命
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
マ
ム
ル
ー

ク
朝
期
メ
デ
ィ
ナ
に
お
け
る
王
権
・
宦
官
・
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
」

今
谷
明
編
『
王
権
と
都
市
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
二
二

五-

二
二
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
34
）　

以
上
、Ibn T

aghrī Birdī, al-N
ujūm

 al-zāhira fī m
ulūk 

M
is

4r w
aʼl-Q

āhira, 16vols., Cairo: M
atba

‘at D
ār al-K

utub 
al-M

is

4riyya &
 al-M

u

’assasa al-M
is

4riyya al-

‘Ām
m

a, 1929-
72, vol. 14, pp. 281-82. 

イ
ブ
ン
・
タ
グ
リ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ー
の

引
用
記
事
が
『
道
程
』
の
記
事
と
異
な
る
の
は
、
事
件
の
開
始
を

金
曜
日
で
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
点
と
「
通
行
人
か
ら
細
路
の
入

口
を
奪
っ
た
」
と
い
う
部
分
で
「
通
行
人
か
ら
」
が
削
除
さ
れ
て

い
る
点
で
あ
る
。

（
35
）　

マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
と
ア
イ
ニ
ー
の
対
立
的
関
係
に
つ
い
て
は
、

Broadbridge, 

“Academ
ic Rivalry and the Patronage Sys-

tem

”, pp. 85-107

を
参
照
の
こ
と
。
そ
こ
で
は
、
マ
ク
リ
ー

ズ
ィ
ー
の
ア
イ
ニ
ー
に
対
す
る
見
方
を
検
証
す
る
部
分
で
こ
の
事

件
記
事
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
36
）　

ア
イ
ニ
ー
と
イ
ブ
ン
・
タ
グ
リ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ー
の
師
弟
関
係

に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ずM

uh

4am
m

ad M
ust4

4afā Ziyāda, al

-M
u

’arrikhūn fī M
is

4r fī al-qarn al-khām
is 

‘ashar al-
m
īlādī, Cairo: M

at

4ba

‘at Lajnat al-T
a

’līf w
a

’l-Tarjam
a w

a

’

l-N
ashr, pp. 29-30; Sam

i G. M
assoud, T

he Chronicle and 
A

nnalistic Sources of the E
arly M

am
luk Circassian Peri-

od, Leiden: E. J. Brill, 2007, p. 62

を
参
照
の
こ
と
。

（
37
）　

拙
稿
「
一
四
世
紀
末-

一
五
世
紀
初
頭
カ
イ
ロ
の
食
糧
騒
動
」、

二
六
頁
、
長
谷
部
「
イ
ス
ラ
ー
ム
都
市
の
食
糧
騒
動
」、
二
四-

二

五
頁
、H

asebe, 

“Popular M
ovem

ents and Jaqm
aq

”, pp. 
46-47 note 22.

（
38
）　

ア
イ
ニ
ー
の
年
代
記
に
お
け
る
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
八
二
八
年
の
記
事

に
は
、
自
ら
が
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
職
に
あ
っ
た
こ
と
、
第
一
二
月
二

二
日
及
び
二
九
日
の
出
来
事
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
騒
動
や
処
罰
に
関
す
る
言
及
は
見
当
た
ら
な
い
（al

-

‘Aynī, 

‘Iqd al-jum
ān, pp. 245-288.

）。
ア
イ
ニ
ー
の
年
代
記
の

史
料
的
性
格
に
つ
い
て
は
、 N

obutaka N
akam

achi, 

“Al-

‘Aynī

’s Chronicles as a Source for the Bahri M
am

luk Period

”, 
O

rient, 40

（2005

）, pp. 140-171

を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
バ

ル
ス
バ
ー
イ
期
に
つ
い
て
ア
イ
ニ
ー
の
年
代
記
に
依
拠
す
る
傾
向

の
強
い
イ
ブ
ン
・
ア
ッ
＝
サ
イ
ラ
フ
ィ
ー
も
、
同
年
に
関
し
て
詳

述
し
つ
つ
も
本
事
件
に
つ
い
て
何
も
伝
え
て
い
な
い
。Ibn al

-S

4ayrafī al-Jaw
harī, N

uzhat al-nufūs w
a

’l-abdān fī 
taw
ārīkh al-zam

ān, 4vols., Cairo: al-H
ay

’a al-M
is

4riyya al-

‘Ām
m

a li

’l-Kitāb, 1970-1994, vol.3

を
参
照
の
こ
と
。

（
39
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, pp. 709-710. 

そ
こ
で
は
、
食

肉
不
足
に
つ
い
て
、 

ス
ル
タ
ー
ン
の
マ
ム
ル
ー
ク
の
消
費
用
に
毎

日
一
万
二
〇
〇
〇
ラ
ト
ル
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

二
八
二
（
二
八
二
）　

宮
廷
の
食
肉
需
要
の
大
き
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
40
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 710.

（
41
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, pp. 710-11.

（
42
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 715.

（
43
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 712. 

食
糧
危
機
に
際
し
て

の
ス
ル
タ
ー
ン
に
よ
る
パ
ン
の
配
給
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
一
四

世
紀
末-
一
五
世
紀
初
頭
カ
イ
ロ
の
食
糧
暴
動
」、
二
六-

二
九
頁

を
参
照
さ
れ
た
い
。
バ
ル
ス
バ
ー
イ
に
よ
る
ワ
ク
フ
設
定
以
外
の

救
貧
事
業
と
し
て
は
二
例
が
確
認
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
物
価
高

騰
時
の
活
動
で
は
な
い
。
一
つ
は
、
病
床
に
あ
っ
た
バ
ル
ス
バ
ー

イ
が
八
三
七
年
第
六
月
／
一
四
三
四
年
一-

二
月
に
善
行
と
し
て

貧
民
へ
の
財
の
分
配
を
行
な
っ
た
例
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
八

四
一
年
第
一
〇
月
／
一
四
三
八
年
三-
四
月
の
ペ
ス
ト
流
行
時
の

貧
民
へ
の
喜
捨
の
事
例
で
あ
る
（al-M

aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, 
pp. 910, 1037

）。
後
者
に
際
し
て
は
、
貧
民
の
殺
到
で
混
乱
が
生

じ
、
こ
れ
に
怒
っ
た
バ
ル
ス
バ
ー
イ
は
、
ハ
ラ
ー
フ
ィ
ー
シ
ュ
の

長
（sult

4ān al-h

4arāfīsh

）
や
「
諸
集
団
の
長
（shaykh al

-t

4aw
ā

’if

）」
を
呼
び
付
け
る
と
訓
告
し
、
浮
浪
者
た
ち
（ju

‘aydiyya

）
に
よ
る
路
上
の
物
乞
い
を
禁
止
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
市
中
で
は
ス
ル
タ
ー
ン
へ
の
神
罰
を
求
め
る
祈
願
が
行
な
わ

れ
た
。
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
は
、
こ
の
神
罰
祈
願
と
ス
ル
タ
ー
ン
が

死
の
床
に
つ
い
た
こ
と
と
の
間
の
因
果
関
係
を
示
唆
す
る
。

（
44
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 894. 

こ
の
記
述
に
依
拠
し

た
と
み
ら
れ
る
イ
ブ
ン
・
ア
ッ
＝
サ
イ
ラ
フ
ィ
ー
は
「
人
々
は
小

麦
の
購
入
に
急
い
だ
」
と
言
い
換
え
て
い
る
。Ibn al-S

4ayrafī, 
N

uzhat al-nufūs, vol. 3, p. 263

を
参
照
の
こ
と
。

（
45
）　Ibn H

4ajar, Inbā

’ al-ghum
r, vol. 3, p. 499.

（
46
）　A
l-M

aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 964. Ibn al-S

4ayrafī, N
u-

zhat al-nufūs, vol. 3, p. 338

に
は
、「
民
衆
（
‘awām

m

）
が
彼

（
ス
ル
タ
ー
ン
）
に
抗
議
し
た
（w

aqafa

）」
と
言
い
換
え
ら
れ
、

「
彼
（
ス
ル
タ
ー
ン
）
は
彼
ら
に
注
意
を
払
わ
ず
、
振
り
向
か
な

か
っ
た
」
と
記
さ
れ
、
少
し
詳
し
い
説
明
に
な
っ
て
い
る
。

（
47
）　Ibn H

4ajar, Inbā

’ al-ghum
r, vol. 4, pp. 10, 12.

（
48
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, pp. 820, 867; Ibn H

4ajar, Inbā

’ 
al-ghum

r, vol. 3, pp. 436, 476. 

ア
イ
ニ
ー
の
記
事
（al-

‘

A
ynī, 

‘Iqd 
al-jum

ān, p. 373

）
に
よ
れ
ば
、
ア
イ
ニ
ー
の
再
任
に
際
し
前
任
者

の
イ
ー
ナ
ー
ル
は
上
エ
ジ
プ
ト
に
ス
ル
タ
ー
ン
が
保
有
す
る
村
々
の
土

地
調
査
（m

isāh

4a

）
に
赴
い
た
と
い
う
。

（
49
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 867; al-

‘

A
ynī, 

‘

Iqd al-jum
ān, 

p. 418. 

イ
ブ
ン
・
ナ
ス
ル
ッ
ラ
ー
フ
に
つ
い
て
は
、Bernadette M

ar-
tel-T

houm
ian, Les civils et lʼadm

inistration dans l

’

état m
ili-

taire m
am

luk

（IX
e/X

V
e siècle

）, D
am

as: Insitut français 
de Dam

as, 1991, pp. 212-225

を
参
照
の
こ
と
。
彼
は
八
四
〇
年
第
一

二
月
／
一
四
三
七
年
六
月
に
は
文
書
庁
長
官
（nāz

4ir al-khāss4
4

）
の
重

職
を
兼
務
す
る
こ
と
に
な
る
（al-M

aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, pp. 
1011-1012

）。

（
50
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, pp. 750-51.

（
51
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, pp. 782-783; al-

‘Aynī, 

‘Iqd 
al-jum

ān, p. 328.
（
52
）　Ibn H

4ajar, Inbā

’ al-ghum
r, vol. 3, p. 405.

（
53
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 801.

（
54
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 933. 

イ
ブ
ン
・
ア
ッ
＝
サ
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カ
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二
八
三
（
二
八
三
）　

イ
ラ
フ
ィ
ー
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
ソ
ラ
豆
価
格
は
一
五
〇

銅
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
で
あ
っ
た
と
い
う
。Ibn al-S

4ayrafī, N
uzhat 

al-nufūs, vol. 3, p. 306

を
参
照
の
こ
と
。

（
55
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 934. 

官
僚
名
家
の
カ
ー

テ
ィ
ブ
・
ジ
ャ
カ
ム
家
に
つ
い
て
は
、M

artel-T
houm

ian, Les 
civils et l

’adm
inistration, pp. 283-294

を
参
照
の
こ
と
。

（
56
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 1004. 

ス
ル
タ
ー
ン
に
よ
る

穀
物
の
買
い
付
け
は
、
穀
価
の
低
か
っ
た
八
三
五
年
第
一
〇
月
／

一
四
三
二
年
六
月
に
も
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
は
エ
ジ
プ
ト

の
諸
地
方
（a

‘māl M
is

4r
）
に
お
け
る
買
い
付
け
を
命
じ
た
上
で
、

自
ら
が
十
分
に
穀
物
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
、
フ
ス
タ
ー
ト
と

ブ
ー
ラ
ー
ク
の
河
岸
で
活
動
す
る
穀
物
仲
買
人
（sam

āsirat al
-ghalla

）
に
対
し
て
一
時
売
却
の
停
止
を
命
じ
る
措
置
が
取
ら
れ

て
い
る
。A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 872

を
参
照
の
こ
と
。

（
57
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, p. 820; Ibn H

4ajar, Inbā

’ al
-ghum

r, vol. 3, p. 436.

（
58
）　Ibn H

4ajar, Inbā

’ al-ghum
r, vol. 4, p. 12.

（
59
）　A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 4, pp. 721-726.

（
60
）　

マ
ム
ル
ー
ク
朝
初
期
の
聖
戦
の
英
雄
王
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

バ
イ
バ
ル
ス
一
世
に
関
す
るPeter M

. H
olt, 

“The V
irtuous 

R
uler in T

hirteenth-C
entury M

am
luk R

oyal B
iogra-

phies

”, N
ottingham

 M
edieval Studies 24

（1980

）, pp. 27-35

を
参
照
の
こ
と
。

（
61
）　H

asebe, 

“Popular M
ovem

ents and Jaqm
aq

”, pp. 44-45.
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表
　
バ
ル
ス
バ
ー
イ
期
カ
イ
ロ
の
物
価
変
動

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
年
月
日

西
暦
年
月
日

小
麦
価
格

（
1irdabb）

ソ
ラ
豆
価
格

（
1irdabb）

大
麦
価
格

（
1irdabb）

小
麦
粉
価
格

（
1batt44 a）

パ
ン
価
格

（
1rat4 l）

典
拠

825
年

1421年
12月

-1422年
12月

250d.f.
70or80d.f.

70or80d.f.
2→
1.5d.f.に

公
定

‘Iqd, 165
825
年
第
9
月

1422年
8-9月

150d.f.
80d.f.

85d.f.
Sulūk,vol4, 618

826
年
第
2
月

1423年
1-2月

60～
90d.f.

75or70d.f.
65or60d.f.

35d.f.
3/4d.f.

‘Iqd, 197
　
　
　
　
第
2
月

1423年
1-2月

0.2dīnār
0.5d.f.

Sulūk,vol.4, 630
　
　
　
　
第
4
月
20
日

1423年
4月
2日

60d.f.
Inbā’,vol.3, 301

　
　
　
　
第
5
月

1423年
4-5月

80d.f.
1/3d.f.

Sulūk,vol.4, 634
　
　
　
　
第
6
月

1423年
5-6月

100→
120d.f.

70→
100d.f.

Sulūk,vol.4, 636
　
　
　
　
第
10・
11
月

1423年
9-11月

120～
150d.f.

70d.f.
60d.f.

‘Iqd, 197-98
　
　
　
　
第
11
月

1423年
10-11月

140d.f.
70d.f.

70d.f.
Sulūk,vol.4, 646

827
年

1423年
12月

-1424年
12月

120～
140→

200～
210d.f.

60～
70→
100d.f.

45～
50→
90～
100d.f.

‘Iqd, 237
827
年
初
頭

1423年
12月

1d.f.
‘Iqd, 237

　
　
　
　
第
4
月

1424年
3月

140→
200d.f.

Sulūk,vol.4, 660
　
　
　
　
第
10
月

1424年
8-9月

70d.f.の
上
昇

Inbā’,vol.3, 328
　
　
　
　
第
11
月

1424年
9-10月

180d.f.
80d.f.

85d.f.
Sulūk,vol.4, 672

　
　
　
　
年
末

1424年
11月

1d.f.（10か
9ūqiyyaで

）
‘Iqd, 237

828
年
初
頭

1424年
11月

200d.f.
110d.f.

110d.f.
Sulūk,vol.4, 678

　
　
　
　
第
7
月

1425年
5-6月

90→
150d.f.

Sulūk,vol.4, 687
　
　
　
　
第
8
月

1425年
6-7月

150→
200d.f.以

上
1dīnār

Sulūk,vol.4, 691
　
　
　
　
第
8
月

1425年
6-7月

200d.f.以
上

150d.f.
Inbā’,vol.3, 351

　
　
　
　
第
11
月

1425年
9-10月

200d.f.
Sulūk,vol.4, 697

　
　
　
　
第
11
月

1425年
9-10月

300→
250d.f

300d.f.
Inbā’,vol.3, 351

　
　
　
　
第
11
月
末

1425年
10月
半
ば

1d.f.
Sulūk,vol.4, 697

　
　
　
　
第
11・
12
月

1425年
9-11月

300d.f.近
く

300d.f.
280d.f.

1.5d.f.
‘Iqd, 252-53

829
年
第
1
月
11
日

1425年
11月
23日

250d.f.（そ
の
後
400d.f に

.）
300d.f.

300d.f.
Inbā’,vol.3, 364

　
　
　
　
第
2
月
半
ば

1425年
12月
末

300d.f.以
上

Sulūk,vol.4, 710
　
　
　
　
第
2
月
29
日

1426年
1月
10日

384d.f.
Sulūk,vol.4, 711

　
　
　
　
第
3
月
1
日

1426年
1月
11日

300d.f.
120d.f.

Sulūk,vol.4, 712
　
　
　
　
第
3
月
半
ば

1426年
1月
末

400→
300d.f.

1dīnār A
shrafī

Sulūk,vol.4, 715
　
　
　
　
第
5
月

1426年
3-4月

2→
1dīnār

150→
80d.f.

Sulūk,vol.4, 718
　
　
　
　
第
5
月

1426年
3-4月

100～
200d.f.

Inbā’,vol.3, 364
830
年
初
頭

1426年
11月
初
頭

150d.f.以
下

150d.f.
100d.f.以

下
Sulūk,vol.4, 734

　
　
　
　
第
7
月

1427年
4-5月

110→
80d.f.

1/7dīnār
1/2d.f.

Sulūk,vol.4, 744
　
　
　
　
第
11
月
下
旬

1427年
9月
後
半

200d.f.→
150d.f. に

公
定

150d.f.
Sulūk,vol.4, 750

831
年
初
頭

1427年
10月
下
旬

170d.f.以
下

130d.f.以
下

130d.f.以
下

Sulūk,vol.4, 764; ‘Iqd, 340
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二
八
五
（
二
八
五
）　

　
　
　
　
第
2
月

1427年
11-12月

140d.f.
70d.f.

70d.f.
Sulūk,vol.4, 766

　
　
　
　
第
2
月

1427年
11-12月

140d.f.
90d.f.

90d.f.
‘Iqd, 328

　
　
　
　
第
6
月

1428年
3-4月

140d.f.以
下

90d.f.
Sulūk,vol.4, 776

　
　
　
　
第
7
月

1428年
4-5月

140→
160d.f.

160d.f.
90→
125d.f.

Sulūk,vol.4, 778
　
　
　
　
第
7
月

1428年
4-5月

100→
160d.f.

100→
160d.f.

90→
125d.f.

‘Iqd, 340
　
　
　
　
第
9
月

1428年
6-7月

260d.f.
200d.f.以

上
200d.f.以

上
80d.f.

Sulūk,vol.4, 780; ‘Iqd, 328, 340
　
　
　
　
第
11
月

1428年
8-9月

300d.f.以
上

260d.f.
230d.f.

Sulūk,vol.4, 782; ‘Iqd, 328
　
　
　
　
第
12
月

1428年
9-10月

400→
350d.f.以

下
300d.f.

300d.f.
130d.f.

Sulūk,vol.4, 783; ‘Iqd, 328
832
年
第
4
月
1
日

1429年
1月
8日

400→
450→

500d.f.
180→

300d.f.
180→

300d.f.
140d.f.

Sulūk,vol.4, 794
　
　
　
　
第
4
月

1429年
1-2月

450→
500d.f.

180→
300d.f.

180→
300d.f.

140d.f.
‘Iqd, 353

　
　
　
　
第
6
月

1429年
3-4月

500→
280d.f.

300→
130d.f.

150→
90d.f.

Sulūk,vol.4, 799
　
　
　
　
第
7
月
1
日

1429年
4月
6日

240d.f.以
下

130d.f.以
下

Sulūk,vol.4, 800; ‘Iqd, 354
　
　
　
　
第
7
月

1429年
4-5月

220→
300d.f.

Sulūk,vol.4, 801
　
　
　
　
第
10
月
1
日

1429年
7月
4日

250d.f.以
下

130d.f.以
下

Sulūk,vol.4, 804
　
　
　
　
第
11
月
後
半

1429年
8月
後
半

270→
300d.f.

Sulūk,vol.4, 810
833
年
第
3
月

1429年
11-12月

360d.f. で
購
入
強
制

Sulūk,vol.4, 820
　
　
　
　
第
4
月

1429年
12月

-1430年
1月

250d.f.
110d.f.

Sulūk,vol.4, 820
　
　
　
　
第
7
月

1430年
3-4月

200d.f.以
下

90d.f.
Sulūk,vol.4, 830; ‘Iqd, 379

　
　
　
　
第
8
月

1430年
4-5月

150d.f.以
下

70d.f.以
下

90d.f.以
下

Sulūk,vol.4, 832; ‘Iqd, 379
834
年
第
1
月

1430年
9-10月

1/2dīnār
1/4dīnār

Sulūk,vol.4, 850
　
　
　
　
第
2
月

1430年
10-11月

130d.f.
50d.f.

60d.f.
Sulūk,vol.4, 851

835
年
第
10
月

1432年
6月

130d.f.以
下

80d.f.以
下

80d.f.以
下

Sulūk,vol.4, 872
836
年

1432年
8月

-1433年
8月

2/3dīnār
Inbā’,vol.3, 501

200→
170～

175d.f.
180～

185d.f.
170～

180→
140d.f.

‘Iqd, 435-36
836
年
初
頭

1432年
8月
末

130d.f.以
下

80d.f.以
下

80d.f.以
下

Sulūk,vol.4, 880
　
　
　
　
第
11
月

1433年
6-7月

100→
130d.f.

60→
80～
90d.f.

60→
80～
90d.f.

Sulūk,vol.4, 893
　
　
　
　
第
12
月
末

1433年
8月
半
ば

140→
150d.f.

Sulūk,vol.4, 894
837
年
初

1433年
8月
後
半

140d.f.
Sulūk,vol.4, 902

　
　
　
　
第
2
月
初
頭

1433年
9月
半
ば

180d.f.
140d.f.

Sulūk,vol.4, 904
　
　
　
　
第
10
月

1434年
5-6月

150以
下
→
170d.f.

Sulūk,vol.4, 919
　
　
　
　
第
12
月
初
頭

1434年
7月
初
旬

200d.f.
200d.f.

170d.f.
Sulūk,vol.4, 920

838
年
第
2
月

1434年
9-10月

175d.f.で
購
入
強
制

Sulūk,vol.4, 933
839
年
第
4
月

1435年
10-11月

360d.f. 
210d.f.

210d.f.
110d.f.

2d.f.
Sulūk,vol.4, 964; ‘Iqd, 467

d.f. : dirham
 m

in al-fulūs
Sulūk: A

l-M
aqrīzī, al-Sulūk

Inbā’: Ibn H
4 ajar, Inbā’ al-ghum

r
‘Iqd: A

l-‘A
ynī, ‘Iqd al-jum

ān


